


 【要約】5 歳未満の痙直型脳性麻痺の股関節脱臼・亜脱臼に軟部組織解離術を 24 例 32

股に行い平均 5年後の成績を検討した。

 運動レベルの向上の術前座位保持能力との間には統計学的に有意な関連がみられた。x

線上、骨頭の被覆度も改善した。


